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1　はじめに
リーディングDXスクール事業は2年目に

今年度は104地区、256校を指定



1　はじめに
リーディングDXスクール事業とは

GIGA端末の標準仕様に含まれている 
汎用的なソフトウェアとクラウド環境を十全に活用し 
児童生徒の情報活用能力の育成を図りつつ 
個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実や 
校務ＤＸを行い、 
全国に好事例を展開するための事業
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小中連携、端末持ち帰り、 
データ利活用、生徒主体の活用



2　実践事例の紹介

（1）秋田県大仙市より



2　実践事例の紹介

学んだこと
秋田県大仙市

お聞きしたいこと

・3小1中の規模を生かした小回りと小中連携 
・全職員が1つのチームに入っている 
・各部会ごとに、校務の効率化、授業改善・ICT活用、DC教育等を進めている 
◯「授業を見合う会」をDXで効率を高める、児童生徒の様子を小中で気軽に共有できる 
・小学校はオンライン上に学年部会をつくり情報共有 
◯学校同士、教師同士が気軽につながる。コミュニティづくりとしてのICT

小中連携のよさはどのような点で強く感じていますか？ 
また、もう少し規模の大きな自治体でも実施可能でしょうか？ 
その際のポイントは？



2　実践事例の紹介

（2）富山県朝日町より



2　実践事例の紹介

学んだこと
富山県朝日町

お聞きしたいこと

・端末の日常的な取組へ向けた工夫、地域全体での推進 
・日常的に経験しているから有事の際にもスムーズに行く 
◯学校でも十分な操作経験やクラウドを使った学習経験をしておくことが、持ち帰りの充実へ繋がる 
・家庭での活用が充実してくると、次へ向けた取組（生成AI等）が見えてくる 
○不安はあげればキリがない。でもまずは「やってみる」マインドが大切 
○新たな取組であればこれまでの経験だけでは対応できない。その場その場で対応を検討していく

端末の持ち帰りには保護者との連携が欠かせないと思いますが、 
どのような連携をしていますか？また、持ち帰った端末をどのよ
うなことに使っていますか？



2　実践事例の紹介

（3）山梨県甲府市より



2　実践事例の紹介

学んだこと
山梨県甲府市

お聞きしたいこと

・校務のDX化は校内のルールづくりと意識改革が欠かせない（出勤後は必ずChatを確認など） 
・Chatの総投稿数の増加→便利を実感し、日常的な情報共有ツールへなった（不可逆的な存在） 
・児童生徒のこころの様子を可視化するツールの導入とデータを活用した教師の支援 
・標準使用のアプリケーションでできることからやってみる 
◯教師が気づけないことに気づかせてくれるデータ、教師の判断に後ろ盾を与えてくれるデータ 
◯校内の全教師、教育委員会が子供たちを見守る環境、子供に返せるデータ利活用

データ利活用やChatによる情報共有は教師はこれまであまり経験
がないことのように思います。教師が慣れるために、どのような
支援を行ってきましたか？



2　実践事例の紹介

（4）滋賀県湖南市より



2　実践事例の紹介

学んだこと
滋賀県湖南市

お聞きしたいこと

・端末が「なくてはならない」ものに位置づくための日常化、生徒主体の活用 
・生徒会活動で生徒が積極的に情報発信、情報共有（授業以外での活用） 
・教師が授業中に行っている操作がモデリングになって、生徒の活用につながることもある 
○生徒が自宅で協働しながら資料づくりや打ち合わせが可能になった 
◯児童生徒が作成する掲示物が、どれだけデジタルになっているかが一つの学校デジタル化基準 
◯端末活用に慣れれば児童生徒がデジタルを介して表現物を工夫するようになる

端末活用が日常化、生徒主体の活用となるには段階（自由と制
限）があったと思います。どのような段階があったのかをもう少
し分解して説明してください。



柔軟性と即応性を意識して、とにかくやってみる
OODAループ

・機能は少しずつ覚える 
・とにかくやってみて、 
　スピーディに良い成果を出す 
・ルールや運用方法はその都度 
　考える、見直す

みる
Observe
観察

わかる
Orient
状況判断

うごく
Act
実行

きめる
Decide
意思決定

ウ ー ダ

4自治体の事例から

（出典）厚生労働省　https://www.mhlw.go.jp/content/000961264.pdf



GIGAスクール構想では今後何を目指すのか？

（出典）文部科学省（2023）「子供たち
と教師の力を最大限に引き出すためのデジ
タルを活用した教育の充実」デジタル行財
政改革会議（第3回）資料



子供起点の授業づくりチェックリスト

（出典）文部科学省（2023）第2回デジタル行財政改革会議資料

☑全員が同時に、同じ内容をずっと学習していないか？ 
☑意見を発表する子供が限られていないか？ 
☑「吹きこぼれ」「落ちこぼれ」を生じさせない工夫があるか？ 
☑子供の理解度を即時に把握する仕組みはあるか？ 
☑教師が紙の教材のみを準備していないか？ 
☑教室以外の仲間、教室以外の教師から学べる仕組みがあるか？



具体的な事例は 令和5年度事業・最終報告 を参考に
①

②

③



公開授業等の情報もリーディングDXスクール Webサイトから

https://leadingdxschool.mext.go.jp/

①

②



昨年度の公開学習会の動画を公開中

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_02453.html

文部科学省Webサイト



GIGAスクール関係 Webサイト

https://www.mext.go.jp/studxstyle/

https://www.mext.go.jp/a_menu/other/index_00001.htm



学校DX戦略アドバイザーの活用を！

https://advisor.mext.go.jp/



4自治体の皆様、ありがとうございました

秋田県大仙市　富山県朝日町 
山梨県甲府市　滋賀県湖南市


